
平成30年度第１回総合教育会議 
 

日 時：平成30年７月25日(水)16時～ 

場 所：幕別町教育委員会会議室 

 

１ 開会挨拶 

   

 

２ 議 案 

 

（１）第６次幕別町生涯学習中期計画及び幕別町教育大綱について 

 

（２）高校再編統合に係る町の支援策（案）について 

 

（３）学校運営協議会制度（コミュニティスクール）の導入について 

 

（４）町長からの話題提供 

 

 

３ その他 

 

 

４ 閉 会 

 

 

 

 

【配布資料】 

資料1   第６次生涯学習中期計画及び教育大綱策定スケジュール（案） 

 第５次幕別町生涯学習中期計画 

 幕別町教育大綱（平成27年度～平成30年度） 

資料2-1 公立高等学校配置計画案（平成31年度～33年度）の概要 

資料2-2 平成31年度からの江陵高校及び幕別高校校舎の使用イメージ 

資料2-3  高校再編統合に係る町の支援策（案） 

資料2-4  十勝管内町村の高校支援策 

資料3    コミュニティ・スクール（CS）の目指すもの 

資料4    町長からの話題提供 

  



第6次生涯学習中期計画及び教育大綱策定スケジュール（案）

平成30年 平成31年 ◆：事務局の作業

◇第5次計画評価書（教委内部評価）

【生涯学習中期計画】 【教育大綱】

●第１回委員会(6/22) ●第２回総合教育会議（12/　）
　【諮問】　　　 教育大綱案の作成
　【全体会議】 ①役員選出

②部会構成
▲パブコメ

●第２回委員会（7/26）
　【全体会議】 ①計画策定の方針 ●第３回総合教育会議（2/　）

②部会長の決定 教育大綱の策定
③各部会の進め方の確認

　【専門部会】 ①３部会による第5次中期計画書の評価
　※資料：第5次計画書
　※資料：事務事業評価書
②部会長協議-次回の進め方の確認

●第３回委員会（8/　）
　【専門部会】 ①第5次中期計画書の評価

②アンケート協議

◆アンケート発送（9/　）
▲アンケート回収期間（～10/　）

◆アンケート集計分析（～10/　）

●第４回委員会（10/　）
　【全体会議】 ①各部会の進捗状況の確認

②アンケート結果について
　【専門部会】 ①計画書文書作成

●第５回委員会（11/　）
　【全体会議】 ①計画書全体の文書の確認

◆答申原案編集・印刷製本
▲パブコメ

●第６回委員会（2/　）
　【部会長会議】 ①計画書全体の文書の確認

●第７回委員会（3/　）
　【全体会議】 答申原案の製本印刷完成
　【答申】　　　

★教育委員会議決（3/　）
★議会配付（3/　）

諮問
２月 ３月

答申
４月５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月
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公立高等学校配置計画案（平成31年度～33年度）の概要

１ 平成31年度～32年度（平成29年度決定）高校配置計画の変更について

課程 区 分 学 校 名 計 画 変 更 の 内 容

○平成32年度に、学区における学校・学科の配置状況、生徒

の進路動向や地域の要望などを総合的に勘案し、学級減と

併せて学科転換

（公表済の計画では減とする学科は検討中と表記）

学校名 学科転換前 学科転換後

深 川 東
深 川 東

流通経済科（１学級） 総 合 ビ ジ ネ ス 科

学 級 減 函 館 工 業 情報処理科（１学級） （１学級）

・ 大 野 農 業
函館工業

電 気 科（１学級） 電気情報工学科

学 科 転 換 富良野緑峰 情報技術科（１学級） （１学級）

名 寄 産 業 農 業 科（１学級）
農業科学科（１学級）

大野農業 園 芸 科（１学級）
園芸福祉科（１学級）

生活科学科（１学級）

富良野緑峰
情報ビジネス科（１学級） 総合ビジネス科

全 流通経済科（１学級） （１学級）

名寄産業
電子機械科（１学級） 機械・建築システム科

建築システム科（１学級） （１学級）

日

学 級 減 釧 路 工 業
○平成32年度に、電子機械科を学級減

（公表済の計画では減とする学科は検討中と表記）

制

【募集停止】 ○平成31年度に、幕別町内において、私立江陵高校が募集停

幕 別 ▲１ 止となることや、地域の要望などを考慮し、幅広い教育課

再 編 整 備 程の編成・実施を図る観点から、幕別高校を募集停止し、

【新設校】 新設校を設置

( 普 通 科 ) ＋３ （公表済の計画では幕別高校で２学級増と表記）

○平成32年度に、学区における学校・学科の配置状況、生徒

の進路動向や地域の要望などを総合的に勘案し、学科転換

学 科 転 換 ○併せて、生徒の多様な興味・関心や進路希望等に応じた主

・ 岩 内 体的な学習が可能となるよう、転換後の学科に単位制を導

単位制の導入 入

学科転換前 学科転換後

事務情報科（１学級） 地域産業ビジネス科（１学級）

夕 張 ○平成31年度に、教育環境の維持向上を図るため、新たに地

地域連携特 (協力校：岩見沢東) 域連携特例校を導入

例校の導入 松 前 （松前高校の協力校は、平成31年度に函館西高校及び函館

(協力校：新設校) 稜北高校の再編により設置する新設校）
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２ 平成33年度の高校配置計画案について

課程 区 分 学 校 名 主 な 計 画 の 内 容

札 幌 真 栄 ＋１ ○各学区ごとに、中卒者数を基礎と

滝 川 ▲１ 苫小牧総合経済 ▲１ して、生徒の進路動向や学校・学

札 幌 東 陵 ▲１ 函 館 中 部 ▲１ 科の配置状況、各学校の在籍状況

学 級 増 減 札 幌 英 藍 ▲１ 八 雲 ▲１ などを総合的に勘案し、学級の増

＋ １ 江 別 ▲１ 旭 川 西 ▲１ 又は減

▲１７ 北 広 島 ▲１ 旭 川 商 業 ▲１

全 ＊市立札幌藻岩 ▲２ 北 見 緑 陵 ▲１

登 別 青 嶺 ▲１ 帯 広 柏 葉 ▲１

伊 達 緑 丘 ▲１ 中 標 津 ▲１

日

募 集 停 止 南 幌 ▲１
○中卒者数の状況、学校規模、募集定員に対する欠員の状

▲ １ 況、地元からの進学率などを総合的に勘案し、募集停止
制

再 編 整 備
【募集停止】 ○地域からの要望を考慮し、大空町において、女満別高校

・
女 満 別 ▲１ （道立全日制課程）及び東藻琴高校（町立定時制課程）

移 管
＊ 東 藻 琴 [▲１] を再編し、町立の新設校（全日制課程）を設置

▲ １ ○町に移管予定の女満別高校及び東藻琴高校の校舎を使用

＋ １
【新設校】

＊(総合学科) ＋１

定 学 科 の 苫小牧工業 ▲１
○５月１日現在の第１学年の在籍者数が10人未満となり、

時 再 編 整 備（学科検討中）
その後も生徒数の増が見込まれない学科があることか

制 ▲１ ら、学科を再編整備

（学校名の＊は、市町村立高校）

３ 地域連携特例校等の再編整備の留保について

学 校 名 主 な 計 画 の 内 容

【地域連携特例校】 ○所在市町村をはじめとした地域における、高校の教育機能の維持

蘭 越 向上に向けた具体的取組とその効果を勘案し、再編整備を留保

虻 田

苫 前 商 業

常 呂

阿 寒

【福祉に関する学科を置く高校】

置 戸



校　舎 学　校 学　年 校　舎 学　校 学　年 校　舎 学　校 学　年

３年生 江陵高校 ３年生 ３年生

２年生 ２年生 ２年生

新　　校 １年生 １年生 １年生

校　舎 学　校 学　年 校　舎 学　校 学　年 校　舎 学　校 学　年

３年生 幕別高校 ３年生

２年生

３年生 ３年生 ３年生

２年生 ２年生 ２年生

１年生 １年生 １年生

平成３３年度

江陵校舎

幕別分校

江陵高校
江陵校舎

平成３１年度 平成３２年度

江陵校舎
新　　校

平成３１年度からの江陵高校及び幕別高校校舎の使用イメージ

平成３３年度

幕別校舎

幕別分校

⇒ ⇒

⇒ ⇒

新　　校

平成３１年度

幕別校舎

幕別高校

幕別分校

平成３２年度

幕別校舎
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             資料２－３ 

 

高校再編統合に係る町の支援策（案） 

キーワードは、「つなげる」、「福祉」、「スポーツ」、「ビジネス」 

 

１ 魅力ある高校づくり支援事業補助金の拡充（教育振興会への補助金） 

                          

(1) 部活動への補助（拡充） Ｈ31～ 

野球、サッカー、バレー、バスケット、バドミントン、卓球、吹奏楽等の部活動 

に対して、活動費・遠征費・用具費等を補助し、部活動の振興を図る。 

初年度は、ユニフォーム等の整備に要する費用等について、増額を検討する。 

 

(2) オープンキャンパスへの参加に対する交通費等の補助（新規） Ｈ32～ 

進学を考えている生徒がオープンキャンパスに参加する場合、交通費、宿泊費の

自己負担額の一部を補助。 

※ 2･3 年生対象、在学中に１回。 

 

 

(3) 進学模擬試験受験料の補助（新規） Ｈ31～ 

国公立記述模試、全国総合模試、センター試験プレテスト、総合学力マーク試験

等、進学を考えている生徒に対して模擬試験受験料の一部を補助し、進学率の向上

を図る。 

※ 年４回、受験料の２分の１を補助。 

 

 

(4) 各種資格検定料の補助（新規） Ｈ31～ 

実用英語技能検定、日本漢字能力検定、ビジネス文書実務検定、情報処理検定、 

秘書技能検定等を受ける生徒に対して、資格検定料を補助することにより、資格取

得を推進し、進路希望の実現を支援する。 

※ 年４回、検定料の３分の１から２分の１の範囲で補助。 

 

 

(5) その他振興会補助（継続） Ｈ31～ 

広報、宣伝活動費（学校案内の作成等）  

学校行事、体験活動費（学校祭等）    

 

 

 

 

 

 



 

 

２ その他の支援策（直接補助等） 

 

(1) スクールバスの運行（拡充） Ｈ31～ 

教育活動へのスクールバス運行を継続するとともに、ＪＲ通学者及び町内在住の

通学者に対する支援として、札内駅から高校までのスクールバスを運行する。 

 

 

(2) 短期大学及び専門学校への進学者に対する「介護福祉士奨学資金」貸付制度（新

規） Ｈ34～ 

    介護福祉士を目指す生徒の進学に対して、奨学資金を貸付する。 

   町からの補助金を原資に事業所が貸付制度を制定し、入学準備金や学費（授業料）

等、学費相当分を対象者に貸し付ける形とし、町内事業所に一定期間就業した場

合に返還免除の規定を設ける。 

 

(3) 福祉コースの授業に外部講師を派遣（新規） Ｈ32～ 

    町職員等による講師派遣。 

 

 

(4) 高校生海外研修参加補助（継続） Ｈ31～ 

引き続き、町内在住者を対象とした海外研修参加経費に対する補助を実施する。 

 

 

(5) 北海道科学大学との連携協定に基づく出前授業（新規） Ｈ31～ 

連携協定の中で行っているコミュニティカレッジや出前授業において、高校生対

象の講座を開催する。 

※ 年１回程度。 

  

(6) オリンピック選手等による特別授業（新規） Ｈ31～ 

 総合の時間等を利用して、オリンピック選手等による特別授業を開催する。 

※ 年１回程度。 

 

(7) スポーツ合宿誘致チームとの合同練習及び指導（新規） Ｈ31～ 

 スポーツ合宿誘致チームとの合同練習及び指導を通じて、部活動の振興につなげ

る。 

 

  

(8) その他の支援（新規） Ｈ31～ 

 スキー授業に対する支援。 

※ 生徒リフト使用料の減免措置拡充。 

 



資料２－４

№
補助の名

称
士幌 上士幌 鹿追 清水 更別 大樹 広尾 池田 本別 足寄

1
通学費の
補助

バス代
10,000円/月
（年額10万円）

定額（８割程度）
士幌：8,000円
音更：18,000円
帯広：20,000円

バス代
10,000円/月
通学バス運行

スクールバス利用経費（5
割）上限2万円
路線バス5割

通学費全額補助 ○
町内在住の高校生に助成制
度あり

通学費全額補助
下宿代の補助（6万円/
月：上限）

通学費全額補助（定期購
入）

2
修学旅行
費の補助

一律６万円（個人負担金額の1/2程
度）

3万円

3
各種奨学
金の支給

2万円/月まで

①進学特別待遇奨学金　5,000円/月
②スポーツ特別待遇奨学金　5,000
円/月
③大学・短大・専門学校入学奨学金
　(大学10万円、短大・専門学校5万
円、H28まで）
(国公立大学50万円、私立大学10万
円、短大・専門学校5万円、H29か
ら）

町○

入学報奨金5万円（1年
生）
就学奨励金5万円（2年
生）

4
部活動等
への補助

○

①熱気球部活動維持経費等への補助
②各部活動に係る移動費、ユニ
フォーム・用具等への補助
③中高連携やボランティア等で活躍
する生徒への部費の一部補助

町○ ○ ○ ○

5
キャリア
教育への
補助

①大学や専門学校訪問に必要な交通
費等の自己負担分を補助
②「カタリバ」等の進路に関する講
演会開催経費の補助
③予備校講習参加経費（受講料・交
通費・宿泊費）全額補助

予備校サテライン講習補助
予備校講習参加経費（夏
季・冬季）

大学・専門学校オープン
キャンバス交通費半額補助

予備校講習参加経費（夏
季・冬季）全額補助

6

各種検定
合格者に
対する補

助

学校指定の検定合格者に検
定料実費相当分を補助

受験者全員に各種検定料を補助（回
数制限なし）

振興会○
受験者全員に各種検定料を
補助

学校指定の検定合格者に検
定料実費相当分を全額補助

各種検定合格者に検定料実
費相当分を補助(不合格者
3割補助）

各種検定料を3/4補助
受験者全員に各種検定料を
半額補助

7
教育委員
会からの
支援

①学校給食の提供
②中高連携による部活動の取組み支
援
③全道及び全国大会参加費をほぼ全
額助成

学校給食の提供 学校給食の提供 学校給食の提供 学校給食の無償提供

8 その他
フレンドハウス(食事つき
アパート）入居支援

①制服購入代金の全額補助（H29か
ら）
②入学準備金の支給

男子寮あり ホームステイ先協力補助 下宿助成金　1万円/月
校外行事へのバス貸切料金
の助成

下宿代の支援
4万円/月
入学一時金7万円

新

大学進学
希望者に
対する補

助

4年生大学進学後の就学資
金貸付

①模擬試験受験料や進学講習教材費
の全額補助（回数制限なし）

無利子の就学資金貸付制度
有

振興会○ 模擬試験受験料の全額補助 模擬試験受験料の3/4補助
模擬試験受験料の半額補助
補助教材の購入費全額補助

模擬試験受験料の全額補助

外国短期留学 外国短期留学 海外実習派遣研修 海外実習派遣研修

※奨学金は町の条例で高校
生まで該当する。
それ以外は、振興会に補助
しているのみ

※町（企画）で対応してい
る。

※町からは、教育を考える
会に補助のみ
上記は教育を考える会で実
施している。

十勝管内町村の高校支援策

※　高校はあるが、支援をおこなっていない町村　音更町、芽室町
※　町村に高校が存在しない　新得町、中札内村、豊頃町、浦幌町、陸別町











                                   資料４ 

 

町長からの話題提供 

 

１ 小中学校３５人学級について 

 

 

 

 

 

２ 小中学校での国歌・町歌の斉唱について 

 

 

 

 

 

３ アイヌ文化の保存・伝承について 

 

 

 

 

 

４ 町内出身アスリートのレガシーについて 

 

 

 

 

 


















